
訓練コース番号【 】

■土日祝日訓練の有無： 全日あり / 一部あり / ○ なし

〒 5 3 0 － 0 0 0 1 ■法定講習に係る補講： あり ○ なし / 有料 無料

■相モデルによる訓練： あり ○ なし

■合同開催による訓練： あり ○ なし

✔ （ ）

✔

○

～

✔ ）

～ （ 4

10 時 00 分 ～ 16 時 30 分 名

その他 （ ）

） ✔ 任意受験

） 任意受験

） 任意受験

） 任意受験

） 任意受験

✔

）

備考 （ ）

✔

訓練時間総合計

企業実習

施設設備や教材等を有効に活用
した効果的な指導のための工夫

初学者でも分かるような教材を用いて丁寧に指導していく。

受講者ごとの特質及び習得状況
に応じた指導のための工夫

受講者とのコミュニケーションを大切にすることで、いつも質問しやすい環境を整えている。
またクラス担任制で運用することで日常の細かな出来事にも素早く対応できる体制を整えている。

指
導
方
法

訓練形態（個別指導・補講を除く）
全ての受講者を一堂に集め、講師が直接指導する

オンラインによっても指導する（当該日通所可能・混在型） オンラインによっても指導する（当該日通所不可・単独型） オンライン計 時間

16,500円

合計 16,500円その他 （

企業実習 0時間 職場見学等 6時間

実施しない

432時間 学科 240時間 実技 186時間

実施する

職場見学、職場体験、職業人講話

【職業人講話】 日本語教師に求められる人材とは(6H×1回) 6時間

受講者の負担する費用

教科書代

18時間

安全衛生の知識 安全衛生の必要性

96時間

訓練時間

学
科

入校式・修了式

母音と子音、五十音図の発音、アクセント、イントネーション

文法学 日本語教育における品詞、文型、文法 45時間

音声学

実
技

日本語指導能力習得演習 授業の組み立て、日本語の指導能力、インターネット上にあるカリキュラムの著作権についての注意事項・事例紹介 90時間

インストラクション技術習得演習 模擬授業を通した実際のインストラクション、講師役と生徒役でのロールプレイング、フィードバック、授業準備

漢字、仮名遣い、送り仮名、文字表記 15時間

言語と心理学 学習スタイル、言語知識、発達

1時間

教授法・評価法学 コースデザイン、評価法、教授法 42時間

文字・語彙学

名称 （ ） 認定機関 （

30時間

入校式・オリエンテーション（２H)・修了式（１H)

言語とコミュニケーション 言語とは、言語の基礎、コミュニケーションにおける日本語の特徴 59時間

日本語教育の歴史と現状 日本語教育の歴史、国内外の日本語教育の現状 30時間

法務省告示に規定する日本語教育機関以外の日本語学校等において、日本語教育に必要な知識を習得するとともに、日本語学習者に対して合理的、能率的に日本語を教えることができるイ
ンストラクション技術や指導技術をマスターし、日本語教師や日本語インストラクターとして幅広く知識及び技能を習得する。【本訓練におけるカリキュラムは、文化庁届出受理研修ではなく，法
務省告示校の教員要件を満たすものではありません。】一部訓練時間が異なります。

科目 科目の内容

　　②　WEBデザインの訓練における基本奨励金の特例措置（WEB特例）の適用に係る希望の有無（適用を希望する場合のみ「○」を記入）

訓
練
内
容

訓練概要

　　③　ＤＸ推進スキル標準対応の訓練における基本奨励金の特例措置（DSS特例）の適用に係る希望の有無（適用を希望する場合のみ「○」を記入）

訓練目標
（仕上がり像）

日本語学校等において、外国人等、日本語を母語としない者に日本語を教えることができる。

訓練修了後に取得
できる資格

名称 （ 登録日本語教員（取得に条件あり） ） 認定機関 （ 文部科学省

名称 （ ） 認定機関 （

名称 （

　　①　IT分野の訓練における基本奨励金の特例措置（IT特例）の適用に係る希望の有無（適用を希望する場合のみ「○」を記入）

） 認定機関 （

名称 （ ） 認定機関 （

ニート等の若者 障害者 母子家庭の母等

選考結果通知日 令 和 7 年 6 月 6 日

令 和 7 年 10 月 24 日 か月 ）

外国人

訓練対象者の条件 なし

訓練推奨者
(特定の者を想定する場合のみ)

新規学校卒業者

（ 訓練日数 74 日 ）

訓練時間 訓練定員 14

被災者

訓練期間 令 和 7 年 6 月 25 日

選考方法 面接 筆記試験 その他 （

「企業実習促進奨励金」の支給を
希望する場合に「○」を記入

「職場見学等促進奨励金」の
支給を希望する場合に「○」
を記入

選考日（予定）

※当訓練は文化庁への届け出を行っていないため、法務省告示校の教員要件を満たしません。

募集期間（予定） 令 和 7 年 5 月 1 日

5-07-27-002-20-8100

訓練カリキュラム
訓練実施機関名： 株式会社Social Bridge

訓練実施施設名：

29

訓練の種別

実践コース 20 その他の分野 就職を想定する職業・職種

職場復帰支援コース
(※基礎コースのみ）

託児サービスコース 短時間訓練コース
(月80時間以上100時間未満)

法務省告示に規定する日本語教育機関以外の日本語学校での日
本語教師、日本語インストラクター、留学センターでの留学生指導

員、技能実習生等向け日本語レッスン指導員

令 和 7 年 5 月 30 日

令 和 7 年 5 月 22 日

訓練科名 日本語教師養成科（託児）

SBキャリアカレッジ梅田校

問合せ先住所：
大阪府大阪市北区梅田1丁目1番3号大阪駅前第3ビル10階

問合せ電話番号： 050-5306-1467



〒

託児場所所在地地図

訓練実施施設所在地地図 訓練実施施設住所： 530-0001 大阪府大阪市北区梅田1丁目1番3号大阪駅前第3ビル20階D教室


